
大崎土木会が河川愛護団体として表彰！

鹿児島大学水産学部と交流～野方小児童ら『かごしま丸』乗船

町内６人目となる指導農業士に認定！

　大崎土木会（会長・橋口秋美さん）が河川愛護団体
として鹿児島県知事より認められ、その表彰伝達式が
３月３日（金）に役場で行われました。
　橋口会長は「これからもボランティアを通して長く
地域に貢献できるよう頑張っていきたい。」と今後の
活動について意気込みを話しました。
　大崎土木会は、町内の土木業 14社が会員となって
平成 23年に設立され、河川堤防の除草作業などに取
り組んでいます。

３月８日（水）、野方小学校の児童 22 名
が鹿児島大学水産学部の学生と交流を行いま
した。
交流は、志布志港に停泊中の鹿児島大学が

所有する『かごしま丸』船内で行われ、大学
生らは機器の説明などを行いました。
児童らは操舵室で舵を握ったり、監視カメ

ラの操作をしたりと普段できない体験に大喜
びしていました。

　３月 14 日（火）、県より青年農業者等の育成・指
導を行う『指導農業士』の認定を受けた園田則明さん
（大佐土原）が報告のために東町長を表敬訪問しまし
た。
　町内では６人目となる認定で、園田さんは「地域農
業の発展のために輪をもって技術の向上を図りたい。
若い人材を育成したい。」と話しました。

【町内の指導農業士】
安田静男さん(S57)・藤岡数雄さん(H８)・白山好弘さん(H13)・
水元幸都さん(H17)・山下義仁さん(H24)・園田則明さん(H28)

▲大崎土木会の皆さん

▲鹿児島大学水産学部の皆さんと記念撮影

▲畜産部門の認定者は 20 年ぶり２人目
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